
 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【市議会１２月定例会報告】 市の最上位長期計画となる、 

国分寺市ビジョンが策定されました！！ 
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1982年 広島県生まれ 東京都育ち 法政大学法学部政治学科卒業 
末松義規衆議院議員（当時）の公設第一秘書等を経て市議会に当選 
 
家族・・・妻、娘（5歳）  趣味・・・野球、空手（黒帯）、料理 

建設環境委員会（常任委員会）・公共施設等総合管理特別委員会  

国分寺市都市計画審議会 委員 
 

 

私の国分寺市ビジョン特別委員会での指摘・提案の要旨 
 
人口問題・・・人口の増減は都市に対する評価であり、人口減少社会に 

あっても、どう増加させていくか目標や方向性を明確に示すべきである。 

防災・・・初案にはあった災害時の市役所の「事業継続計画」見直しが 

削除されている。直近の事例も踏まえ、更新をすべきであり、再考を求める。 

生活保護費・・・全体の金額をどう抑制していくか(医療費等)記載すべき。 

文化振興・・・地域文化団体の継続・継承への支援が不十分。拡充を！ 

 

   この先８年間の国分寺市の大方針となる重要計画です！  

役所の仕事は「計画なくして実行なし」といわれるほど、策定した計画に沿って堅実に業務を進めてい

きます。そういった観点からも、この最上位計画である「国分寺市ビジョン」の重要性は高く、議会とし

ても活発にかつ、慎重に議論を行いました。具体的な施策が記載されている「実行計画」は２８年度中

に策定される予定ですが、この実行計画に載った内容は優先的に進められることになるため、残りの

期間でさらに地域の声を反映できるよう働きかけを進めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

個別計画 

国分寺市ビジョン 

(大枠の考え方) 

実行計画 

(分野別の施策) 

稲荷坂通りの振動対策として舗装工事が行われます！！ 

地域の皆さんから多くのご意見を頂き、昨年の議会にて要望を行った、稲荷坂通りの舗装工事が 

29 年度早々に行われることとなりました。距離が長いため予算の関係上、2年に分けて行われます。 

29 年度は高木町の交差点から、市営住宅に入る交差点まで。30 年度に稲荷神社の坂のところまで 

行われる予定です。道路の表面だけではなく、50 センチ掘り返しての全面打替え工事であり、 

私の一般質問で答弁に立った担当部長は「振動は相当改善がはかられる」と述べました。 

路線バスが終わった後の深夜の工事になることを鑑み、沿道住民への詳細な日程連絡をはじめとした

丁寧な対応を強く要請しました。担当にイヤな顔をされながらも、しつこく働きかけた成果です(笑) 

要 望 が 実 現
￥
義 

し ま し た
￥
義 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

(2)                              民進                         

 

ご意見・ご要望などは下記まで ～市内どこでも駆けつけます！～ 

185-0035国分寺市西町 4-1 けやき台団地 38-303    

TEL：070-2833-5666  FAX：042-534-9123  

ホームページ：www.datejun16.net メール：info@datejun16.net 
 

 

 

  

市民プールと第 9小学校プールが一体化？？ 

日野市での可燃ごみ共同処理がこの先行われることを見据え、清掃センター周辺の公共施設の建て替え、 

再配置の計画が検討されています。現清掃センターは焼却炉を撤去し、リサイクルセンターとなります。 

また、老朽化の進んでいる恋ヶ窪公民館は現市民プールの場所に移動、市民プールは第 9小学校のプールと 

統合したうえで９小敷地内に建て直すという案が議会に示されています。 

効率的な公共施設の再配置という考え方がある一方、プールに関しては、学校施設内に不特定多数が出入り

するという事に対してのセキュリティの問題と、授業でプールを使っているときは、市民の利用が制限されるこ

とにつながり、結果として市民サービスの低下になるのではないかという意見もあります。 

まだ素案の段階であり、これからしっかりと議論を重ね、より良い選択肢を見つけていきたいと思います。 

 
備えあれば憂いなし！ 市の危機管理体制について 

 
昨今、公共機関や学校等に対しての犯罪予告が後を絶たない。実際に被害はでていないが、すべてが愉快犯的

なものとも限らない。当市がターゲットになった際、速やかにかつ、万全に対応するための指針はあるのか？ 

また、ゲリラ豪雨、感染症やサイバーテロなど、天災以外に対する危機管理マニュアルの策定が途中で止まって

いる。市民の生命、財産にかかわるものであり、停滞は許されない。早急な対応を求める。 

 

 
一 般 質 問 

高齢者の交通事故について・・・策定中の交通安全計画に具体的な方針、施策を追加するよう要請。 

都市建設部長・・・昨今の重大事故を鑑み、検討を行う。運転免許自主返納についても周知を行っている。 

 市税の徴収について・・・滞納額を削減していくための取り組みを確認。他市の事例も参考に工夫を求める。 

総務部長・・・滞納繰越分の徴収率は向上してきているが、さらに推進するため、良いアイディアは取り入れたい。 

 

 

赤米について・・・市内で見つかった、貴重な原生種の赤米をブランド化でき得るか？ 

市民生活部長・・・当市の貴重な資源である赤米をどう活用していくかは課題。遅きに失することなく検討したい。 

 市報アプリについて・・・若年層向けに多くの自治体が導入しており、無料で使える、市報のアプリ配信を提案。 

政策部長・・・当該アプリについては認識しており、コストや手間もかからないので、導入に向け進めていく。 

 
公 共 施 設 特 別 委 員 会 

   

↑本会議での一般質問の様子 ↑１０月に会派で北海道視察を行いました 

 

↑防災まちづくり学校での高齢者体験 

【教育長・総務部長】 不審者への対策はできているが、犯罪予告への対応は行っていない。今後検討を進める。 

総合的な危機管理マニュアルについては未だ策定できていないことをお詫びする。近年新たに発生している 

事象も踏まえた上で、早急に策定に向け、取り組んでまいりたい。 

 

 


